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Mary Barton：自己の諸相 
（Aspects of Self） 
宮田 裕三 
〈序〉 
Mary Bartonは、前半は労働者階級と資本家階級の対立を扱った「英国の状況」小説的
な側面と、後半は一転してヒロインを中心軸に据えた恋愛小説の趣を持った、或る意味で
一貫性の欠けた小説であり、その点に関してこれまで多くの批評家が指摘していることは
Stonemanが総括してくれている。１作者自身、当初は“John Barton”をタイトルとして
考えていたが、周囲の諸状況から“Mary Barton”に変更を余儀なくされてしまったことも
周知の事実である。２ただ、タイトルがいずれであっても、主要な作中人物である父と娘が
共に、自己及び他者に対して著しい認識の変化を示すことは読者の目には明らかなことで
あり、本稿では、父と娘、そしてその父に大きな潜在的な影響を与えていたもう一人の人
物の、それぞれの自己像の特徴に絞って考察してみたい。 
 
〈Ⅰ〉John Bartonの場合（幻の自己） 
 
 小説の冒頭でバートンは友人のGeorge Wilsonに向かって次のように述べる。 
 
Don't think to come over me with th' old tale, that the rich know nothing of the trials of 
the poor; I say, if they don't know, they ought to know. We're their slaves as long as we 
can work; we pile up their fortunes with the sweat of our brows, and yet we are to live 
as separate as if we were in two worlds; ay, as separate as Dives and Lazarus, with a 
great gulf betwixt us…(11)３ 
 
この世界は資本家と労働者に二分されて、両者の間には消しがたい「大きな溝」が横たわ
っており、後者は前者に搾取され、苛酷な生活状況を強いられているという思いをバート
ンは強く抱いている。不況にもかかわらず、コンサート会場は客で埋め尽くされ、高級品
を売る店は顧客で賑わっている一方で、労働者は幼児に十分な食事も与えることができず、
蒼白い顔をした妻が何の文句も言わずに黙って夫の帰りを待っているという
‘contrast'(24)を生じさせた元凶である資本家に対してバートンは憤りを禁じえない。彼
は自分の属している労働者階級を資本家との対立関係でとらえている訳だが、「我々」とい
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う言葉を多用していることから彼が「自己」よりも「我々」を優先させていることが判る。
バートンは彼自身の「個」を労働者階級という「集団」に置き換えようとしている。その
「社会化」された「自己」は、資本家階級という「他者」と対峙している中で、「他者」に
対する言わばアンチ・テーゼとして生まれたものなのである。 
 かつて愛する息子を貧窮のうちに死なせたバートンは、さらに追い討ちをかけられるよ
うに身重の愛妻さえも失った夜、ついに彼本来の「自己」を捨てて、資本家階級という「他
者」に対立するものとしての「自己」、即ち労働者階級としての「社会化」された「自己」
に身を固めた。 
 
One of the good influences over John Barton's life had departed that night. One of the 
ties which bound him down to the gentle humanities of earth was loosened, and 
henceforward the neighbours all remarked he was a changed man. His gloom and his 
sternness became habitual instead of occasional. He was more obstinate. (23) 
 
彼本来の「自己」を捨てて、労働者階級という「集団」と一体化したバートンは、労働組
合の活動に専念し、‘Chartist’のメンバーとして全力を注ぐ。そして、労働者の困窮を政
府に陳情する代表団の一人として選ばれ、大きな期待感を持ってロンドンへ上京するが、
結局一言も口にすることができないままManchesterに戻って来ることになる。つまり、バ
ートンは「我々」としてのアイデンティティーを外部に表明して、確立することができな
い挫折と屈辱を味わい、苦々しい思いを秘めて帰ってくる。「我々」化した「自己」を実現
できなかった欲求不満が彼をますます陰気で無口な人間にしてしまう。この屈辱感は彼の
内部で燻り続け、やがて Harry Carson暗殺へとつながる導火線となっていくのである。 
 この小説の前半部は余りにも悲劇的な「死」に満ち満ちている。バートンの一人息子 Tom、
身重の妻Mary、友人ジョージ・ウィルソンの幼い双子の子供たちとジョージ本人、ジョー
ジの姉の Alice、そして苛酷な状況にある労働者の悲惨な末路の象徴としての Ben 
Davenport のエピソードが挙げられるだろう。ベンに飲ませる薬を買うために London 
Roadを歩きながら、ガス灯が光り揺らめく通りを行き交う人々、明るく照らされた様々な
商店群、その光りを反射してまぶしく輝いている商品を買う人々と、暗く陰気な地下にあ
るベンの居宅の‘contrast'がこの世に存在しているということが、バートンにとっては不
条理な「人生の神秘的な謎」（６３）として映り、余りにも大きな「明」と「暗」の格差を
読者と共にバートンは突きつけられる。ベンが象徴しているような極限状況に置かれてい
る労働者階級と自己を一体化しているバートンは、怒りの矛先を真正面から資本家階級に
向ける。 
 労働組合と資本家側との集団交渉の後で、バートンは周りの労働者に向かって
‘brothers'と呼びかけ、次のように述べる。 
 
Mar.2005 Mary Barton：自己の諸相 3
We donnot want their grand houses, we want a roof to cover us from the rain, and the 
snow, and the storm; ay, and not alone to cover us, but the helpless ones that cling to us 
in the keen wind, and ask us with their eyes why we brought 'em into th' world to 
suffer? (187) 
 
労使交渉が決裂し、組合員の一人を侮辱するような戯画を置き去りにして行ったハリー・
カーソンを暗殺することで労働者達は屈辱を晴らそうとするが、実行者を決めるくじ引き
でバートンがその役を引き受けることになる。 
 ただ、バートンは‘brothers'と呼びかけ、‘we'という単語で労働者階級と「自己」とを
無条件に一体化させているが、その労働者達は決して固い絆で結ばれた一枚岩などではな
く、人間の集団として宿命的な脆さを宿していることを忘れてはいけないだろう。例えば、
Jem Wilsonが裁判でハリー・カーソンの殺害者ではないことを証明され、無罪放免となっ
ても、かつての工場の同僚達はジェムを白眼視し、近づこうとはしない。同胞としてのジ
ェムを信用し、暖かく迎え入れようとする素振りさえ見せないのである。つまり、バート
ンが呼びかけている‘brothers'とは幻想の産物であって、彼が口にする「我々」は実体を
持っているわけではない。そういった脆弱で幻のような「集団」と一体化しているバート
ンは、あくまで憎悪の対象である資本家階級への対立物としての「自己」を作り上げてい
るにすぎない。 
 ハリー・カーソンが娘のメアリーにまとわりつく誘惑者であるとは露さえも知らない訳
だから、バートンのハリー暗殺は勿論個人的な感情に起因するものではない。前述したよ
うに、バートンは「自己」を資本家階級へのアンチ・テーゼとして労働者階級全体と重ね
合わせて「我々」化、即ち「社会」化していた。従って、ハリー殺害は、対峙している社
会階級を暴力によって排除・抹殺しようとする行為の象徴として解釈できるだろう。だが、
その象徴的な次元で、ハリー殺害は、その資本家階級の消滅と同時にバートンの「社会」
化された幻の「自己」までも消滅する意味合いを持っている。テーゼが去れば、アンチ・
テーゼが消失するのは自然の理だからである。この事件の後、バートンが同胞の労働者に
向かって「我々」という言葉で話しかける場面が物語から一切消え、バートン自身も以前
より一層寡黙になることがそのことを暗示していよう。 
 バートン生来の「自己」は決して資本家階級を敵視し、刃を向けるような攻撃的な性質
のものではなかった。Job Leghが‘…I've heard him say, he felt kindly towards every man, 
rich or poor, because he thought they were all men alike. ’(384)と証言しているように、
富者にも貧者にも「対等」な存在として同胞意識を抱いていた。後述するアリスの生き方
が強い影響力を与えており(371)、‘masters'にも「友愛」(371)の情を持つことができた。
つまり、「他者」への愛と共生の感覚を元来有していたにもかかわらず、一人息子のトムの
死を契機として、「困窮に苦悩する仲間の労働者達への共感と彼らの苦悩の原因である資本
家への愛の精神の狭間」(371)でバートンは苦しみ、やがて「立ち上がれ」(371)という仲
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間の労働者の声に彼は「盲目」(371)と化し、「他者」（資本家）への憎悪と怒りが彼の「自
己」を変貌させてしまったのである。従って、この「自己」は彼本来の「自己」を覆い隠
す仮面にすぎなかったのである。労働者の同志と一体化し、「他者」（資本家）へのアンチ・
テーゼとして形成された幻の「自己」は、前述したようにテーゼの象徴であるハリー殺害
と共に消失し、やがて仮面の中からバートン固有の「自己」が姿をのぞかせる。 
 
But now he knew that he had killed a man, and a brother ― now he knew that no good 
thing could come out of this evil, even to the sufferers whose cause he had so blindly 
espoused. (366) 
 
こうして本来の「自己」に立ち戻り、「自己」と対立するのではなく、あくまで「自己」と
「対等」の関係で手をつなぐべき対象としての「他者」を殺めたことに、バートンは悔恨
の内にのたうち回り、「絞首刑よりも苛酷な苦悩」(366)の地獄に落ちて行くのである。皮肉
にも、カーソンは息子のハリーを失ったことで、かつて愛息のトムを亡くしたバートンと
「対等」な関係に立たされることになり、二人は、両者を隔てて来た壁の消えた、共に「心
に奥深い苦悩を負っている兄弟」(366)となっている。バートンはカーソンから「赦し」を
与えられることで、自ら断ち切った「他者」との絆を復活させ、「他者」との間に横たわっ
ていた「大きな溝」(11)が埋められる。しかし、そのためにはバートンは「死」という大き
な代償を払わなければならなかったのである。 
 
〈Ⅱ〉Alice Wilsonの場合（拡大化する自己） 
 
 労働者と資本家との間に存在している‘contrast’という「人生の神秘的な問題」(63)に
うめき苦しむ労働者達の怨嗟の声に満ちているこの小説の中で、唯一の例外としてアリ
ス・ウィルソンを挙げることができる。彼女は近代化に伴って、極貧の農村部から都市へ
職を求めて流入してきた階層に属していると思われるが、住み込みの女中として転々とし、
最後には洗濯女として苛酷な生活を強いられている。ベン一家と同様に地下室に住み、赤
貧で孤独な日々を送っているが、彼女は、自分と同じ貧しい者へのいたわりを忘れること
は決してなく、助けを求められると何はおいても即座に困っている者の所へ飛んで行くよ
うな心の優しい女性で、バートンも‘She's a poor woman, and can feel for the poor,…’
(12)とウィルソンに認めているくらいである。 
 住み込み女中として働いている時、休暇をもらって故郷に帰ろうとする間際になって、
奉公先の子供達がはしかにかかり、その看病に追われて結局は楽しみにしていたその休暇
も潰れそうになってしまう。おまけに女主人までもが病に倒れ、休暇を取ることがますま
す困難になった上に、奉公先の主人が大酒飲みで役には立たず、アリスは女主人に協力し
て奉公先の家と店を切り回さなければならなくなり、とうとう残らざるを得なくなってし
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まった、というエピソードをアリスから聞かされた時、メアリーは思わず女中などになら
なくて良かったと口にすると、‘Eh, lass! thou little knows the pleasure o' helping others; 
I was as happy there as could be; almost as happy as I was at home.’(32)と述べる。 
 このエピソードが暗示しているように、アリスには「持つ者」と「持たざる者」との間
に横たわる「溝」は眼中にないのである。自分と同じような困窮に苦しむ労働者達がその
「溝」を何とかして埋めようとして階級闘争に走り、外の世界へ逃れ出ようとしたのとは
対照的に、貧しい者達の世界の中に留まり、困っている他者に出来る限り救いの手を差し
伸べることに無上の幸福を感じ、あたかも「我が家にいる」のと同じように喜ぶ。他者に
対して無条件の愛を注ぐ精神に自己の存在意義を見出す生き方は、後にバートンが述懐す
るように(371)、彼本来の自己形成に実は大きな影響力を及ぼしているのである。他者との
対立関係の中で自己を規定するのではなく、他者を包み込むように愛し、他者との絆を深
め、連帯を広げて行くことで他者と融合しようとする自己をアリスは持っている。Schor
がこの小説の中核を成しているのは‘mothering’であると指摘しているが、４アリスはま
さにこの母なる自己、或いは拡大化する自己の所有者と言えるだろう。アリスの場合、自
己と他者との関係は、母と子のそれに等しいものなのである。自分と同じように苦しんで
いる他者に救いの手を差し伸べずにはいられない、保護者のように常に安定した自己を築
き上げる点で計り知れないほど大きな影響を及ぼしていたのは、アリスが故郷を出て行く
時、涙を流しながら無言で見送ったという母である以上、死に至る病の床でアリスが混濁
した意識の中で、亡くなった母の下で過ごした無垢な少女期に戻って再び母（他者）の愛
に包まれ、その中へ自己を溶け込ませようとするのは自然な回帰であろう。 
 
Alice lay, …, without pain , or at least any outward expression of it; but totally 
unconscious of all present circumstances, and absorbed in recollections of the days of 
her girlhood, which were vivid enough to take the place of reality to her. Still she talked 
of green fields, and still she spoke to the long-dead mother and sister, low-lying in their 
graves this many a year, as if they were with her and about her, in the pleasant places 
where her youth had passed. (252) 
 
〈Ⅲ〉Mary Bartonの場合（目覚める自己） 
 
 メアリー・バートンはセクシュアリティーを軸に、他者から「美しい」(26)と「見られる」
ことで「自己」を形成している。叔母の Estherはその「美しさ」故に上流階級の夫人に収
まっているはずだから、「美しい」自分の将来も同じ軌跡を描くはずだと思い込み、毎日、
街で顔を合わせるハリー・カーソンをいつしか自分の将来の夫として大きな期待感を持っ
て眺めている。(26)ハリー・カーソンが彼女の表面的な美しさだけに惹かれているただの誘
惑者にすぎないという現実に気づかずに、彼の「甘く、優しい囁き」(75)に夢中になり、「黄
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金色の未来の幻」(75)の虜になってしまう。この時点で、メアリーは父親のジョン・バート
ンと同様に「幻の自己」に取り付かれていることになる。勿論、その‘the Alnaschar-visions’
(81)を追求して行く果てには、エスターのようにやがては‘a street-walker’(9)の身に堕
ちてしまう運命が待っている。つまり、誘惑者に弄ばれて捨てられる結果、「幻の自己」が
消失するだけでは済まず、最終的に彼女は「自己」の破滅を招くことになるはずであった。 
 しかし、彼女は物語のプロットから救済の手を差し伸べられるのである。幼なじみの Jem 
Wilson から求婚され、それを拒否した後で、孤独な内省の時間が訪れ、彼女は意識の中で
「過去の自己」と「現在の自己」との葛藤を経験する。‘It was as if two people were arguing 
the matter; that mournful desponding communion between her former self, and her 
present self.’(131)そして、自分が愛しているのはジェム以外の誰でもないという真実に気
づく。言わば「真の自己」―‘the passionate secret of her soul’(131）―に目覚めるので
ある。この時、成長小説に特有の「認識の変化」の場面を迎えたと言えるだろう。他者か
ら「美しい」女性として「見られる」だけの受動的な対象でいることに甘んじるのではな
く、他者と「喜び」を能動的に「共有」することに「愛」の意味を発見する。 
 
She felt as if she almost hated Mr Carson, who had decoyed her with his baubles. She 
now saw how vain, how nothing to her, would be all gaieties and pomps, all joys and 
pleasures, unless she might share them with Jem…(131-2) 
 
これまでのように受動的に「見られる」ことだけに満足し、誘惑者に身を委ねることは「自
己」の「破滅」(138)をもたらす一方的な関係にすぎないことを、彼女は悟ったのである。
彼女がハリーに向かって初めて発する次の言葉は、「真の自己」に目覚めた人間が「自己」
の本来の在り方について宣言したものとして考えられる。 
 
…I felt I could not love you. Still I felt sorry I had gone so far in keeping company with 
you. Now, sir, I tell you, if I had loved you before, I don't think I should have loved you 
now you have told me you meant to ruin me;…I said I was sorry, and humbly begged 
your pardon; that was before I knew what you were. Now, I scorn you, sir, for plotting 
to ruin a poor girl. Good-night. (138) 
 
 ジェム・ウィルソンはハリー・カーソン殺害の容疑で逮捕されても、真犯人が、愛する
メアリーの父ジョン・バートンであることを見抜き、メアリーを庇って敢えて無言を通し
た。自分の命と引き換えにメアリーを守ろうとしたのである。他方、メアリーは無実のジ
ェムを何としても助けようとした。‘She longed to do all herself; to be his liberator, his 
deliverer; to win him life, though she might never regain his lost love by her own 
exertions．’(254)従順で、控え目でいることを要求されてきた女性が、戦闘的で行動的な
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女性に変貌するのである。この時メアリーは‘an emotional maturity’に達していると、
或る評者は指摘しているが、５共に自らの存在を賭けて他者を救おうとする点で、両者は「対
等」な関係に立っていると言えるだろう。そして、法廷に引き出されたジェム・ウィルソ
ンの目の前で、大勢の傍聴人がいるにもかかわらず、堂々と‘I love him now better than 
ever, though he has never known a word of it till this minute.’(325)と明言するメアリー
は、かつて他者からただ単に「見られる」対象としての無口で受動的な「自己」に満足し
ていた「偽りの自己」から、「真の自己」に目覚めた「成熟」した人間であることを、公の
場面で宣言する大きな衝撃を読者に与える。メアリーの努力の甲斐あってジェムは無実を
証明されるが、女性が「何も言わない」(371)ことを当然視している旧世界―マンチェスタ
ー―では、このような過激な「自己」表現を大胆に行なったメアリーとジェムとが「対等」
な関係で結びつき、「愛」を「共有」することは当然の如く望めない。二人が自己実現を図
るためには、新世界のカナダへ渡って、アダムとイブになるしか他に術はなかったのであ
る。 
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Abstract 
Mary Barton: Aspects of Self 
 
Yuzo Miyata 
   At first Elizabeth Gaskell was determined that the title of a novel, which was to 
become Mary Barton, would be John Barton, who is Mary's father. Gaskell was going 
to write a drama of conflict between the classes in Manchester in the early 19th century, 
but, due to the various restrictions in those days, the novel she had intended to write 
came to the difficulty of "speaking." The novelist was obliged to turn it into "a 
Manchester love story," whose concern was in the emotional point of growth in a 
heroine.  
   This novel includes two thematic aspects: a political novel dealing with the 
"condition-of-England" situation, and a private romance in which the heroine's 
movement toward an emotional maturity is depicted. 
   Whichever the title may be, throughout the novel, there can be seen an obvious 
change or growth of recognition of the self or others in the consciousness of a daughter 
as well as a father, which this paper deals with in detail. 
 
 
 
